
5市報令和2年（2020年）10月15日号令和2年（2020年）10月15日号 対対象　日日時　場場所　費費用　講講師　持持ち物　内内容　期期間　直直接会場へ　問問合せ　申申込み凡例4 市報

広
　
告
　
欄

　計画に基づいた行財政改革を着実に推進するなど、効率的な行政
運営に努めています。しかしながら、高齢化の進展などに伴う扶助
費の増加により、義務的経費（支出が義務付けられているお金で、
人件費、扶助費、公債費を合わせたもの）は近年増加傾向にあります。
　義務的経費は、平成
30年度と比較して、保
育園運営費や自立支援
給付費などの扶助費が
増加したことにより、
約0.7億円増額しまし
た。この義務的経費の
増加が、市の財政課題
となっています。

　市財政の基本的収入である市税は、個人市民税や固定資産税の増
加などにより、昨年度より約0.8億円増収の96.8億円となりました。
市民１人当たりの納めた額は１29,659円で、使われたお金は4１5,079
円のため、支出した額全体の
3１.2％になります。
　多摩26市平均では、市民１人
当たりの納めた額が１73,765円
で、使われた額は383,１76円の
ため、支出した額全体に対し
て税収の占める割合が45.3％
となっています。清瀬市は他
市に比べ税収が少ない状況に
あり、地方交付税や国・都か
らの補助金などで支出を賄っ
ています。

　道路の整備、公共施設の改修などには多額の経費が必要であるた
め、国や都、銀行などから市債として借り入れをしています。令和
元年度は新庁舎建設工事や小学校１校の校舎大規模改造事業、臨時
財政対策債などのために、総額で21億2,900万円の市債を発行しま
した。
　令和元年度末の市債の残高は右
表のとおりで、全体では市民１人
当たり266,440円となっています。
また、市の貯金である基金は、積
み立て額が取り崩し額を5１5万円
上回り、残高は45億4,3１7万円と
なりましたが、市民１人当たりで
は60,87１円で、26市平均の84,870
円と比べると低い水準となってい
ます。公共施設の整備のほか、社
会保障費など経常経費の増額に対
応するため、今後も積極的に基金
への積み立てを行う必要がありま
す。

◆小学校の運営

◆ごみの処理
　市民１人当たり
　１3,285円
◆予防接種
　市民１人当たり
　2,173円

◆消防活動、議会の運営費など

市民１人当たり 39,693 円

市民１人当たり 22,615 円
市民１人当たり 25,741 円

教育費 29.6 億円

その他 19.1 億円

衛生費 16.9 億円

収入と支出の重要ポイントを解説

会計 歳入 歳出 差引額
一　般　会　計 317億1,357万円 309億7,987万円 7億3,369万円

特

別

会

計

国民健康保険事業 81億4,615万円 80億4,202万円 1億413万円
駐車場事業 8,264万円 7,867万円 396万円
介護保険 69億3,829万円 67億4,980万円 1億8,849万円
後期高齢者医療 19億8,223万円 19億7,249万円 973万円

小計 171億4,932万円 168億4,299万円 3億633万円
合　計 488億6,290万円 478億2,286万円 10億4,003万円

区分 決算額

下水道事業

収益的収支
収入 11億9,389万円

支出 10億8,108万円

資本的収支
収入 1億7,194万円

支出 4億7,559万円

一般会計・特別会計の決算状況

決算額      317 億1,357 万円
市民１人当たり　424,910 円

歳入

市税 96.8 億円
市民税・固定資産税
など
30.5％

都支出金 49.4 億円
都からの補助金など
15.6％

地方交付税
40.8 億円
地域格差をなくすため
国が交付するお金

12.9％

市債 21.3 億円
国などから借りたお金

6.7％

その他 47.3 億円
使用料・手数料など
14.9％

国庫支出金  
61.6 億円

19.4％
国からの補助金など

決算額 309 億7,987 万円 市民 1 人当たり 415,079 円
歳出

目的別歳出 性質別歳出

民生費 166.3 億円
福祉などにかかる費用

53.7％
教育費
29.6 億円
教育活動にかかる費用

9.6％

公債費 18.8 億円
市債（借金）返済に
かかる費用 6.1％

その他
19.1 億円
6.1％

人件費 45.7 億円
職員の給与、
社会保険料な
ど

14.7％
物件費 35.2 億円
物品の購入、光熱水
費、委託料など
11.4％

扶助費
110 億円
福祉などの手当・
給付にかかる費用
35.5％

補助費等
28.9 億円 市民団体への

補助金など9.3％

6.1％
公債費 18.8 億円
市債（借金）の返済
にかかる費用

繰出金 32.5 億円
一般会計から特別会計
に繰り出されるお金
10.5％

普通建設事業費
28.1 億円
公共施設の工事な
どにかかる費用

9.1％

その他
10.6 億円
3.4％

「目的別歳出」と
「性質別歳出」

	キーワード

一般会計の内訳

令和元年度の主要事業の執行状況
▶安全でうるおいのある暮らしができるまち
◉消費者保護対策事業の実施
特殊詐欺被害対策として、自動通話
録音機400台の貸与を実施

243万円

◉地震解除ボックスの設置
市内の小・中学校（14校）に設置 297万円

◉第二中学校にマンホールトイレを
設置 253万円

◉コミュニティプラザテニスコート
人工芝改修工事を実施 1,944万円

▶子どもたちを健やかに育むまち
◉子育てクーポン事業を実施 2,154万円

◉英語指導助手（ALT）による授業
を小学校3・4年生に新たに実施 854万円

◉体験型英語学習活動事業の実施
小学5年生～中学校2年生の児童・生
徒を対象に、体験型英語学習施設で
英語を使った本格的なコミュニケーシ
ョン活動を実施

119万円

◉小学校校舎大規模改造工事（清
明小） 4億9,555万円

▶豊かな自然と調和した住みやすく
　活気あるまち

◉「第12回清瀬ひまわりフェスティ
バル」を開催 570万円

◉「（仮称）花のある公園」基本計画
の策定 300万円

◉市道0117号線の歩道拡幅工事を
実施
東京病院東側の歩道拡幅

4,400万円

▶健幸でともに支え合うまち
◉健幸ポイント事業を実施
対象年齢を市内在住の20歳以上の方
に拡充し、歩数計に加え、スマートフ
ォンアプリの活用を開始

1,695万円

◉生活困窮者自立支援事業を拡充
生活保護世帯への金銭管理支援事業
と家計改善支援事業を新たに実施

4,173万円

◉プレミアム付商品券事業を実施 5,862万円

◉各種がん検診事業を実施
自己負担金免除の対象を55歳以上に
拡充及び胃・大腸・肺を同時に受診
できるセット検診を実施

3,198万円

▶都市格が高いまち

◉第1期新庁舎建設事業を実施
建設工事（1年目） 12億5,460万円

◉公共施設再編計画（地域レベル
編）に向けた取り組み 580万円

◉アミュービル空調設備改修工事
を実施 1億800万円

目的別歳出を市民１人当たりの経費に置き換えると……

◆保育園の運営
　市民１人当たり 40,948円
◆学童クラブの運営
　市民１人当たり 2,303円
◆児童センターの運営
　市民１人当たり １,23１円

◆コミュニティバスの運営
　市民１人当たり 35１円

市民１人当たり 222,756 円

市民１人当たり 61,774 円

◆市が借りた市債の返済のため

土木費 13.0 億円

◆道路の整備
　市民１人当たり
　１,96１円
◆公園等の管理
　市民１人当たり
　3,399円

市民１人当たり 17,352 円

公債費 18.8 億円

市民１人当たり 25,148 円

民生費 166.3 億円

総務費 46.1 億円

性質別歳出を家庭の家計簿に置き換えると……
収入（＝歳入） 支出（＝性質別歳出）

■給与
（基本給＋諸手当）
・基本給（市税）
・諸手当

■家賃収入
　（使用料・手数料）
■雑収入
■貯金の引き出し
　（繰入金）
■ローン（市債）
■前月（年）から
　の繰越（繰越金）

■日常経費（人件費）
■医療費・保育費
　（扶助費）
■ローンの返済
　（公債費）
■日用品・光熱費
　（物件費）
■自治会費（補助費等）
■子どもへの仕送り

■雑費（維持補修費など）
■家の増改築費
　（普通建設事業費）
■貯金（積立金）

358,77１円

１29,659円
229,１１2円

4,408円

6,974円
１4,839円

28,525円
１１,393円

6１,222円
１47,424円

25,１48円

47,223円

38,76１円
43,584円

１,059円
37,69１円

１2,967円

9,83１ 円　　 １１,393 円

35１,659円

１28,384円
223,275円

4,487円

3,036円
１0,863円

29,744円
１5,333円

6１,773円
１45,753円

25,082円

43,773円

37,730円
42,435円

１,492円
32,046円

１3,645円

令和元年度 令和元年度平成 30 年度 平成 30 年度

（国・都支出金、地方
交付税など）

　合計　　424,910 円　    415,122 円 合計　　　415,079 円　　403,729 円

（特別会計への繰出金）

来月（年）への繰り越し

1 人当たりの納税額と支出額

一般会計の借金は 198 億 8,602 万円

義務的経費は増
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◆ポイント①～③の詳しい解説は、右記をご覧ください。

　　　の状況をお知らせします
【令和元年度】

土木費
13.0 億円
道路・公園の整備
にかかる費用

4.2％

衛生費 16.9 億円
健康、環境保全、ごみの処
理などにかかる費用 5.4％

総務費 46.1 億円
市役所の運営など

14.9％
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基金と市債の残高の推移
各種基金残高（左目盛り）
市債借入残高（右目盛り）

義務的経費と職員数の推移

職員数（左目盛り）
義務的経費（右目盛り）

※職員数は各年度の４月１日現在です。

　市が行う仕事は、皆さんが納めた税金をはじめ、国や都の補助金、国などからの借入金などをもとに行わ
れています。令和元年度の決算の状況は、行政運営の基本的な事業を行うための「一般会計」と国民健康保
険などの特別な事業を行うための「特別会計（下水道事業会計を除く）」を合わせた歳入（収入）の決算額が、
488億6,290万円、歳出（支出） の決算額が478億2,286万円となりました。ここでは、令和元年度の一般会計
でどのくらい収入があり、どのようなことに使われたのかお知らせします。
 問財政課財政係☎042-497-１8１0

　歳出（支出）の見
方として、使う目的
ごとに分類した「目
的別歳出」と、経済
的な性質ごとに分類
した「性質別歳出」
の2つがあります。
　目的別歳出は、ど
のような行政分野に
いくら使ったかを知
ることができます。
性質別歳出は、市の
財政運営や健全性、
市の施策を知ること
ができます。

※市民１人当たりの額は、市の決算額を人口
（74,636人、令和2年１月１日現在）で割って算出
しています。
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※表示単位未満を切り捨てしているため、各数値の合計等が一致しない場合があります。
※資本的収支（前年度財源充当額4,000万円を除く）に係る収入不足額3億4,364
万円は、当年度分損益勘定留保資金等で補填しました。
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一般会計決算

新庁舎完成イメージ

　市民１人当たり 16,024円
◆中学校の運営
　市民１人当たり 5,233円
◆図書館の運営
　市民１人当たり 3,436円 


